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実験研究の目的

結論

考察

透明バックシートを用いた両面採光モジュールの長期耐久性

ダブルガラスモジュールに比べて
①軽量にできる
②モジュールの作製プロセスが容易

（通常の片面受光型と同様にすることが可能）
③熱容量が小さい

 透明バックシート単体に3SUN3000時間までUV照射を行っても、色変化・透過率変化はほとんど見られなかった
→ 3SUN3000時間はアリゾナ設置の場合、Albedo 0.11)で50年の曝露に相当し、優れた長期信頼性を有することが示された

 4セルモジュールの裏面に3SUN1000時間UV照射を行った結果、G/BSモジュールに劣化は見られなかった
→ G/BSモジュールはG/Gモジュールと同等の耐UV特性を有することが期待できる

透明バックシートを用いた両面採光モジュール（G/BS
モジュール）の信頼性に関して、ダブルガラスモジュール
（G/Gモジュール）と比較し、検証を行う。

 透明バックシートを用いた
両面採光モジュールの特徴

裏面へのUV反射光が両面採光
モジュールに及ぼす影響を調べる
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① 透明バックシート単体のUV照射試験結果 ② 4セルモジュールのUV照射試験結果

初期 1000時間後

モジュール構成
測定タイミング

IV測定結果

表 裏 Isc(A) Pmax(W) FF(%)

ガラス ガラス

初期 8.8 16.8 0.73 

UV1000時間後 8.8 16.7 0.74 

維持率 99.2 99.6 100.6 

ガラス BS

初期 8.8 16.8 0.74 

UV1000時間後 8.8 16.9 0.74 

維持率 100.2 100.3 100.1 

 UV照射試験条件：3SUN (180 W/m2), 65℃, 20% RH  
 試験サンプル

① 透明バックシート単体（クーポンサンプル）
② 両面採光PVモジュール（4セルサイズ）

a) G/Gモジュール
b) G/BSモジュール

 評価
・単体 ：色変化（⊿YI）・透過率変化・機械強度
・モジュール ：IV特性、EL画像撮影

Fig. 1 UV照射による色変化（⊿YI） Fig. 2 UV照射による引張強度の変化

Fig. 3 UV照射による透過率の変化

Table. 1 UV照射前後のI-V測定結果

Fig. 4 UV照射前後のI-V曲線
a) G/Gモジュール

Fig. 5 UV照射前後のI-V曲線
b) G/BSモジュール

初期 1000時間後
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モジュール裏面
からUV照射

透明バックシート

大気面側からUV照射

セル面

大気面

 透明バックシートを用いたモジュールの裏面耐UV性
は、G/Gモジュールに劣らないと期待できる

 今後、温度サイクル、湿熱、耐荷重の劣化因子に
ついても検証を進めるとともに、屋外曝露も実施する
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※光源：Xeランプを使用
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